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注意

• このスライドは 2025年2月21日 UTokyo Azure 利用説明会のため
に作成したものです。

• Azureの仕様は頻繁に変わりますので、以下で動作しない場合は
Azureのドキュメントを参照してください。

https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/?product=popular


ノートブックを使おう
Google ColaboratoryのようにJupyter Notebookを使って開発したい！
Azure Machine Learningを利用
ノートブックのチュートリアルを参照

https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/machine-learning/how-to-manage-files?view=azureml-api-2


目的
• 今回使用するのはAzure Machine Learningというサービスです
• Google Colabのようにインタラクティブな環境でコードを実装・実行で
きます

• ロードマップ
1. ワークスペースを作る
2. コンピューティングの作成

• 作成したコードを実行するためのマシンを選んでデプロイ
• しばらく使わないと勝手に止まる（コンピュータの課金も停止）
• マシンは複数作り、切り替えることができる

3. ファイル（ノートブック）の作成
• 「コードセル」と「マークダウンセル」からなるノートブックを作成する
• Google Colabと同様、コードセルを実行して即座に結果を見ることができる

4. VS Codeを使おう
• 世界中のプログラマに愛されるコードエディタ
• デバッガやGithub Copilotなど高度な拡張機能も使える



1. ワークスペースの作成
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2. コンピューティングの作成



コンピューティングとは
プログラムを実行する
エンジン（カーネル）
のこと



値段とスペックを見比べて
適したものを選ぶ



価格（一例）
• Regionによって価格が
違う（日本は高い）

• 機微データを処理する
なら日本が安全？

JapanEast US

East US

GPUも使えるが…
（A100x8で1時間4285円！）











3. ノートブックの作成











コードを書いて
実行



アイドリングからシャットダ
ウンまでの時間の設定



「実行中」と出ている間は、
処理していようとなかろうと

課金し続ける！



一定時間使わないと
勝手に停止

課金もストップ



どれかのコードセルを実行
すると「開始中」になり、
やがて「実行中」になる



手動で停止させる
こともできる

シャットダウンまでの
時間を変えたい場合





例えば20分
に変更



4. VS Codeを使おう
世界のプログラマーに愛されるマイクロソフト謹製コードエディタ
Azureのマニュアルはこちら

https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/machine-learning/how-to-launch-vs-code-remote?view=azureml-api-2&tabs=vscode-web




「許可」をクリックすると認証
ページが開くので、共通IDから
始まるアカウントを選択





最初に実行する際にカーネル
ソースの指定を要求される



AzureMLを選択



実行できた

• Githubなどのソフトウェア開発プラット
フォームとの連携

• 高性能なデバッガも利用できる
• 様々な拡張機能
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